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AURKA

Aurora kinase A;Aurora 2;Aurora/IPL1-related kinase 1;ARK-1;Aurora-related kinase
1;hARK1;Breast tumor-amplified kinase;Serine/threonine-protein kinase
15;Serine/threonine-protein kinase 6;Serine/threonine-protein kinase aurora-A;
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	細胞局在：膜性。Aurora A(AURKA) Homo sapiens この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞周期制御性キナーゼであり、染色体分離中の紡錘体極における微小管形成および／または安定化に関与していると考えられる。コードされるタンパク質は、間期細胞では中心体、有糸分裂では紡錘体極に認められる。この遺伝子は腫瘍の発生および進行に関与している可能性がある。この遺伝子のプロセスされた擬似遺伝子は1番染色体上に、プロセスされていない擬似遺伝子は10番染色体上に見つかっている。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが見つかっている。
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	Aurora A Rabbit mAbを用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

